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右の図のように，直線�A�は点�$�で円に接している。

この円の中心を�2�とするとき��[�の大きさを求めな

さい。
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右の図のように，円�2�の円周を���等分した点を�$�～�,�

とします。このとき，�[�の大きさを求めなさい。
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第�章　円の性質　【国公私立入試過去問（愛知似）】

(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　
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2

右の図のように，$%�を直径とする半円�2�がある。

�$2' ���，�2%&：�2'& �：��であるとき，

�[ ��である。

３

-2-



���

���

[

$

%

& '

(

右の図において，�[�の大きさを求めなさい。

ただし，$% �'(�とする。
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右の図のように，点�2�を中心，線分�$%�を直径と

する半円がある。�'2% ����となる点�'�を円

周上にとり，'2 '&�となるように，線分�$%�

の延長上に点�&�をとる。

線分�&'�の延長と半円との交点を�(�とするとき，

５

�2$' 
ア

� �，�$'( 
イ

� ��である。

-4-



���

���

[

$

%
&

'

右の図において，��点�$，%，&，'�は円周上の点で

ある。このとき，�[ � ��である。
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右の図で，点�2�は円の中心である。このとき，�&$%�の

大きさを求めよ。
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円�2 ��の中心は円�2�の周上にあるとします。[�の値を求め

なさい。
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図のように，円�2�と直線�$%�が，点�$�で接している。

また，直線�%2�と円�2�との交点のうち，点�%�に近い方

を�&�とし，他の方を�'�とする。

�$%& ����であるとき，�$'%�の大きさを求めなさ

い。
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右の図で，�[�の大きさを求めなさい。

ただし，2�は半円の中心とする。

１

第�章　円の性質②　【全国国公私立入試過去問（愛知似）】

(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　
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右の図で，��点�$，%，&，'�は�$&�を直径とする円�2�

の周上にある。このとき，�2%'�の大きさを求めなさ

い。

２
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5右の図のように，$%�を直径とする半円があります。

�$5% ���，34�$%�のとき，�'4&�の大きさを求め

なさい。
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図において，$%�は円の直径で，$' '&，�&$% ���，

�%$( ����である。$%�と�'(�の交点を�)�とするとき，

�$)(�の大きさを求めよ。

４
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右の図において，�[�の大きさを求めよ。５
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右の図において，点�2�は円の中心である。

このとき，[ ��である。

６

-6-



2

A

[

���

$

右の図のように，直線�A�は点�$�で円に接している。

この円の中心を�2�とするとき��[�の大きさを求めな

さい。
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右の図のように，円�2�の円周を���等分した点を�$�～�,�

とします。このとき，�[�の大きさを求めなさい。

２

第�章　円の性質　【国公私立入試過去問（愛知似）】

(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　

-1-
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2

右の図のように，$%�を直径とする半円�2�がある。

�$2' ���，�2%&：�2'& �：��であるとき，

�[ ��である。
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千 0 (
L

B C
て

、
二し

3 5 °

ずっ
1 0 0

0

回 △ AOC ( 二等辺三角形 ) の 2 っ の
・

直角 三角形 △ ABC で
・

底 角 が 求まる か 。 円周 角 4 ABC D
< B を 求める こと を 目指す

。

を 求める こと を 目指す 。

x

半径 1

-
接線 な ので 4 0 AD = 9 0

し

が
、 が

。 。 ○
っ

90-55=35135
。 ・ AB は 円 0 の 直径 な ので 〈 ACB = 9 0

°

= c 0 AC = 4 0 CA
が の 円周 再 LD ( A  = 80 た 2 = 4 0

°

( 0 A  = 0 C の 二等辺三角形 ) 1 0
-35-35=110<7

( = 11 0
。

.
・ ロ 0 BCD = 1 0 0 +413+13074 D

よって く 13 t く D = 1 3 0
°

・ く JDH.LI HD を 求め ;
外角 の 性質 で 求める こと を 目指す 。

いつ2 0 °
. 4 0 13 C : 4 0 D C = 3 i 2

9 等分 し た 中心 角 の 1 っ は (

40413=130×53=78360
た 9=40

よっ て 1 つ 分 の 孤 の 円周 角 は 2 0
°

く ) ( = < JDH

t LJHD

石 の 円周 角 L CHD = 2 0
°

= q 0 4 2 0
°

C
よっ て るし = 1 2 °

ぶり 4 A DH .

-20×2=40=60 xj
-78°1/-2

外角 の 性質 を △ JDH で 用いる と /-8
A B
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右の図において，�[�の大きさを求めなさい。

ただし，$% �'(�とする。

４
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右の図のように，点�2�を中心，線分�$%�を直径と

する半円がある。�'2% ����となる点�'�を円

周上にとり，'2 '&�となるように，線分�$%�

の延長上に点�&�をとる。

線分�&'�の延長と半円との交点を�(�とするとき，

５

�2$' 
ア

� �，�$'( 
イ

� ��である。
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�2� って

・ 内接 四角形 の 対面 の 和 = し 0 。 l
庄

を 利用 する ため < BAD を 求める
に 4 0

°

こと を 目指す 。

7-6102
回 中心 角 く AOE

4 0
°

を 求める こと を

, 前 の 円周 角 4 DA E = 2 0 , LOAD は 中心 角 く DO B 目指す 。

の 半分 な ので 2 8 i 2 = 1 4
°

孤 の 長 さ が 2 倍 な ので 円周 角 の

大き さ も 2 倍 4 0 AD = 1 4
°

。

11--411
i 、 4 BDA  = 20×2=40=4 BE A

, △ ABE で 1802 (60°+40°+20) = 6 0
°

= < BAD
, △

DOC
は DO = DC の 二等辺三角形 で 4 0 DE

( 底 角 く DO ( = 4 D CO = 4 0
°

) = 4 DOC 十

く DCB = 5 6 °

、 円 に 内接 する 四角形 の 対 角 の 和 は 180 で ある ので

く 7し = 180°-60
°

= 1 2 0
° △ DOE は DO = DE の 二等辺三角形 な ので

く 0 D E  = 4 0 ED = 5 6
°

3
内接 四角形 の 性質

_
1'

三ピー0
' LA DE は 亜 の

対 角 の 和 = 180 °

da
し

一 円 周 再 な ので ・

8 4
° しい.sn/d2P 中心 角 4 AOE の 半分

t.at c C = 180 ・

) b A
(

_

( いっ た d = 180
く

。

_

0 C
、

: 4 2 °

.
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右の図において，��点�$，%，&，'�は円周上の点で

ある。このとき，�[ � ��である。

６
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右の図で，点�2�は円の中心である。このとき，�&$%�の

大きさを求めよ。

７
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円�2 ��の中心は円�2�の周上にあるとします。[�の値を求め

なさい。

８
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図のように，円�2�と直線�$%�が，点�$�で接している。

また，直線�%2�と円�2�との交点のうち，点�%�に近い方

を�&�とし，他の方を�'�とする。

�$%& ����であるとき，�$'%�の大きさを求めなさ

い。
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A

B
は ( D

@ a ) し を 求める に は △ DBEで 外角

Eon
0 円 の 内接 四角形 の 対 角 の 和 = 180°

の 小 生 質 を 利用 し
、

を 用いる ため
, D A 0 と 13 で く AO と

C

< )し = < DB E  + < DEB ( 3 2 ° ) を 求める こと を 目指す 。

よって く D BE を 求めれ ば よい 。

元 の 中心 角 LAO と = LAD C x 2=66×2=132 °

・ 可 の 円周 角 は 等しい ので ・ よ りく ) に は " 3 で
[

。 に は 、 1 3 z
。

= 4 8
°

4 DB E = < D AC = 5 0
°

art
=

18°-1-1

回 く ) ( が ある △ DAB で 考える 。

80

道4 PBA  を 求めれ ば よい (。

)

x

回
接線

_

1 半径 と

、

-90744°00

AD は 180
外角 の 性質 で つい、

な ので

・ 両 の 中心 角 4 A 0 13 = 4 A CBX 2 求め られる 流れ )し っ、 、

440=4042=80°7
し txt 1 3 4

'

0 から 接線 1 半径 を 引く と OA 」 AB
= 1 ⑻

・

△ OAB は 0 A  = 0 13 の 二等辺三角形

な ので 底 角 く 0 BA  = く 0 AB = ( 1 80-80 」 ÷ 2 = 5 0 ° △ 0 AB で 外角 の 性質 を 利用 する と
2 に 2 3

°

4 A 0 D = く 0 AB 十 く o BA
my

・
D

、
-110

。

お てっ に 180-(1101-50) = 2 0 =

90°+440/750.2/1

= 1 3 4 '

A (
) な

_ 13
x
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右の図で，�[�の大きさを求めなさい。

ただし，2�は半円の中心とする。

１

第�章　円の性質②　【全国国公私立入試過去問（愛知似）】

(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　
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右の図で，��点�$，%，&，'�は�$&�を直径とする円�2�

の周上にある。このとき，�2%'�の大きさを求めなさ

い。

２
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C
A

x

D

i
つ ・ △ OBC は 二等辺三角形 な ので ( _

△ DO B の 外角 の 性質 を 用い て
| B

4 DBC を 求める こと を 目指す 。 3 0 (
く ODA  = く 17 10 3 + く 0 13 D 2 7し

9 2
°

= < D 0 13 +28 °

く DO B = 6 4
° ・ 4 DB C = < CAD ( 石 の 円周 角 )

く 0 13 D = x と おく と

LD 0 13 = 4 CA D x 2 ( 石 の 円周 角 の 定理 )

6 4
°

= 2 7 (
4 0 ( B = x t 3 0 °

x =32°-1/-2 ・ △ 0 13 C は 180 な ので

( 3 0 + x ) t

(30+2)+86=18027
( - 3 4

7し = 1 7

4 0 13 D = 1 7
°

.
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5右の図のように，$%�を直径とする半円があります。

�$5% ���，34�$%�のとき，�'4&�の大きさを求め

なさい。

３
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図において，$%�は円の直径で，$' '&，�&$% ���，

�%$( ����である。$%�と�'(�の交点を�)�とするとき，

�$)(�の大きさを求めよ。

４
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が3 2
°

i x

・ < ADP  = LA Q P  = 9 0 。 0 × × ぱ

く PCB = < PQ B = q 0
。

より

A
、

p ,
RQ は 同 一 円 周 上 の 点 @ △ AFE において

C 、 P 、
Q

、 B で

" 𤇾

斝邌 f ::寄:::籩霰!
この 2 つ を 求める こと を

目指す 。

・ AB は 直径 な ので
< DEA  =  I < CBA ( 可 : E  = に 2 )

< ACB = 4 ADB = 9 0

軔 △ BR D で =  も X (180-(90+32))
・ △ ARC で く RAC = 9 0 - 6 4

< RB D = 2 6
° 佐 同様 )

= zq 。

= 2 6
°

= < DAP = 4 CBP

FA
1

。し

) 、

よっ て た 180-15-29

A
彧 「

〇る !/☆〇×

.

ぱ
% た

= エイ

よっ て く DQ に 26°+260=529
→
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右の図において，�[�の大きさを求めよ。５
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右の図において，点�2�は円の中心である。

このとき，[ ��である。
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A A

D
。

0 E
F

回 4 7し は 元 の 円周 角 な ので

c
回 △ FCD て いく FDC が 求 ま れ ば

「

。
3

D

中心 角 く BOC を 求める こと を 目指す
。 B 4 FCD t CFD C = x

( 4 6 °

)
C

x を 求める こと が できる
。

A
・ OA  を ひく と '

D

LA 0 13 = 1 0 4
°

に 1 0 8 °

AB を 引く と △ ABE は 直角 三角形

0

-0 必 な ので < BAC = 9 0

-57=33°-380=413
DC10133・ C

し
_

1 0
。

1 1

x rn
以上 より く 7し =46°+33°738。 ABC の 円周 角 が 1 0 8 '

= 7 9
。

なので 中心 角 、1/-2A 0 C = 1 0 8 k 2

A 1 ( 世 ) = 2 1 6
°。し な ので く 13 0 し = 2 1 6 - 1 0 4"巡礼 。

C =
1 1 2

°

13 -0 よって t.BA C = 1 1 2 き 2

= 5 6
'

→


